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� 出願資格
①高等学校もしくは中等教育学校を卒業した者、または2026年3月31日までに卒業見込みの者。
②通常の課程による 12年の学校教育を修了した者、または 2026年 3月 31日までに修了見込みの者。
③高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められる者。
（学校教育法第 90条、同施行規則第 150条の規定により認められる者を含む）
④流通科学大学で勉学することを強く希望し、本学のアドミッション・ポリシーに該当する者。

AO（アドミッション ･オフィス）入試について——————
AO入試とは、学力試験や偏差値では測れない秘めたる能力や、本学のことをよく理解し将来への明
確な意欲を持った学生を発掘するための選抜方式です。
AO入試は専願制です。
アドミッション・ポリシーについては4ページを参照してください。

� 学部・学科別募集人数
学 部 ・ 学 科 募集人数

商学部 マーケティング学科 1名
経営学科 2名

経済学部 経済学科 3名
経済情報学科 3名

人間社会学部
心理社会学科 2名
観光学科 2名
人間健康学科 2名

� 入試日程
出願期間 試験日・試験地 合格発表日 入学手続締切日

9月17日（水）


10月6日（月）
最終日消印有効

10月19日（日）
神戸（本学） 11月4日（火） 一次手続：11月21日（金）

二次手続：1月14日（水）

自然災害等の発生により試験日を変更する場合の試験予備日は以下の通りです。
11月2日（日）

4 出願書類
①志望理由書〔本学所定用紙〕
本学入試情報サイトまたはインターネット出願画面からダウンロードしてください。
A4２枚に分かれていますので、2枚とも提出してください。
●�本人が自筆で作成してください。
　�志望理由書の記入について参照。
●�写真は出願前3ヶ月以内に撮影（正面・上半身・脱帽・無背景）したものを貼付してください。
写真の裏面に、氏名（フリガナ）を必ず記入して貼付してください。
サイズ縦4cm×横3cm（必ずカラーの証明写真）

②調査書
●�文部科学省所定の様式により学校長が作成し、厳封したもの。開封無効
●�高等学校卒業程度認定試験（旧大学入学資格検定）に合格した者は、合格証明書および成績証明書を提出
してください。

③写真2枚（サイズ縦4cm×横3cm、カラーの証明写真）　※1枚は①に貼り付けてください。

公務員AO入試【専願】
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5 入学者選抜の方法
試 験 科 目 選 考 方 法 配 点 時　　間

志望理由書 指定の志望理由書を作成して提出 100点満点 ―

面接 志望理由書および調査書に基づき
個人面接を実施 100点満点 20分

（受験者１名・面接員２名）

受験票は、インターネット出願で登録したマイページからダウンロードしてください。
ダウンロードした受験票は、各自で印刷して受験会場にお持ちください。
〈オンライン受験票ダウンロード期間〉

公開期間

10月13日（月）〜 10月19日（日）

①データダウンロードが出来る期間は公開期間の初日10：00から最終日の23：59までです。
②受験票のダウンロードが出来ない場合は、入試課（078-794-2231）に連絡してください。

9 受験票について

8 受験にあたっての注意
①受験票は必ず携帯してください。
当日に受験票を紛失もしくは忘れた場合は、受験票再発行所に申し出てください。
②自然災害等に関する取扱い
台風や地震等の自然災害の発生により、試験実施が困難と判断される場合においては、原則、試験実施予備
日に変更して実施致します。なお、その他の緊急等を要する事態が発生した場合においても、試験実施の取
扱いについて大学ＨＰに情報を掲載致しますので、随時確認してください。
③感染症罹患に関する取扱い
試験当日、学校保健安全法によって出席停止が定められている感染症（インフルエンザ、ノロウイルス等）に
罹患し治癒していない方は、他の受験者及び監督者等に感染する恐れがあるため、受験をすることはできま
せん。
ただし、医師の診察の結果、伝染の恐れがないと認められた場合はこの限りではありません。なお、上記によ
り受験が認められなかった場合でも、入学検定料の返還及び追試験の実施等は致しません。試験当日の体調
管理については、十分に注意してください。今後の状況（感染症の流行等）に変化が生じた場合、法令等や政
府の方針に従って、対応方法に変更が必要な場合は適宜、大学HPにてお知らせいたします。
④受験上の配慮が必要な方へ
受験上の配慮を希望される方は入学試験要項（共通）のP13 受験上の配慮が必要な方へをご確認ください。

7 試験日持参物
①��受験票 （受験後は、入学手続完了まで各自で保管してください）
②�筆記具
③�時計 （計時機能だけのもの）
※時計のアラームは使用してはいけません。
※携帯電話などは面接室に入る前に電源を切ってカバンに入れておいてください。

※上記試験科目のいずれかの評価が、一定の基準に達していない場合は、不合格となります。

入室開始時間 集合時間 面接時間

9：00 9：45 10：00〜
※試験終了時間は受験生によって異なります。

①試験当日は、上記の集合時間までに指定された試験室（当日掲示）に入室してください。
②集合時間から30分を経過すると試験室への入室はいかなる場合も許可しません。
③面接スケジュールは試験当日お知らせしますので確認してください。

6 試験日の時間割
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①記入する内容について
本学の公務員AO入試の選考においては、入学後の学習計画や活動計画、および将来の具体的な目標、意欲
や実現の可能性等を記入頂き、学力の3要素（知識・技能、思考力・判断力・表現力、主体性を持って多様な
人々と協働して学ぶ態度）を評価します。
これまでの実績を活かしながら、大学入学後の能力の伸ばし方や大学卒業後の活動計画などの具体的な実
行プランを記入してください。
したがってビジネスのビジョンの種類・事業内容、スポーツや文化活動の種目・種類などによっての有利不
利はありません。

②志望理由書記入方法について
◦各設問に本人が自筆で、丁寧に記入してください。
記入にあたっては、黒のボールペン（消せるボールペンは不可）を使用してください。訂正する場合は二
重線を引き、正しい内容を余白に記入してください。

■10 志望理由書の記入について

公務員AO入試で合格し、入学された方は、本学が開講する公務員試験対策講
座を、在籍の4年間無料で受講できます。
入学後、公務員を目指すために必要な知識を段階的に学ぶことができます。

〈公務員試験対策講座の受講無料制度〉

・新生活のスタートを支援「下宿サポート奨学金」
入学時に下宿を予定している方を対象に10万円を給付します。（入学後に給付）
対象者1名に対し、入学時1回限り給付します。
※賃貸借契約書の契約日は3月末日までとし、入学手続き締切日までに事前申込書を提出してください。
　事前申込書は、入学手続システムをご確認ください。
※国際交流施設(学生寮）に入居する方、親族宅に下宿する方、留学生は対象外です。

■11 奨学金について



公務員AO入試　4

アドミッション・ポリシー
流通科学大学は、「流通科学大学学則」に定める建学の目的に基づき、豊かな社会の実現に貢献できる意欲と能力を持っ
たビジネスパーソンを育成することを教育の目標とします。「ビジネスパーソン」とは、企業はもちろんのこと、自
治体やその他の団体、地域などにあっても、事業としての実現性、継続性を念頭に置きながら、豊かな社会の実現に
向け、具体的な行動をもって貢献できる人をいいます。

流通科学大学は、このような目標の実現に向けて、どのような人をどのようにして入学者として受入れるかに関する
方針を、入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー）としてここに明らかにします。

本学のアドミッション・ポリシーは、全学に共通する入学者の受入れの方針と、各学部・学科における入学者の受入
れの方針とによって構成されています。

流通科学大学　入学者受入れの方針
本学は、次の5つを兼ね備えた人材を育成することを目標としています。

1　「ネアカ のびのび へこたれず」の精神をもった人材
2　知識を知恵に転換することができる、論理的思考力を持った人材
3　創造力（新しい視点と豊かな発想）を持った人材
4　自主・自立の精神を持った人材
5　仲間と協同して、物事を成し遂げることができる人材

この方針にしたがい、本学は、次のような意欲と資質・能力をもった学生を求めます。

● �本学で学ぶことを通じて、「豊かな社会の実現に貢献できる意欲と能力を持ったビジネス
パーソン」としての自らの未来を開拓し、築き上げていこうとする意欲をもっている

● �高等学校（またはこれに相当する教育機関）段階までの学習経験を通じて、入学後の学修に必
要とされる次のような基礎的資質と能力を身につけている

　 ① 高等学校卒業程度の基礎学力
　 ② �本学の学修を特徴づける「気づきの教育」および「考える学習型授業」・演習科目などに�

おいて所期の学修成果を得る上での基礎となる、思考力・創造力・表現力などの能力およ
び自ら積極的に多様な人々と協働して学ぶ姿勢

本学は、このような学生像に適合する素養をもった多様な入学者を受け入れるため、入学者を選抜するにあ
たっては、本学への入学希望者それぞれの資質・能力や意欲を、評価の比重の異なる多様な入学制度を通じて
評価します。
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商 学 部

1 商学部マーケティング学科における入学者受入れの方針
商学部マーケティング学科では、企業環境をマーケティングの視点で捉え、現状を改変する努力を持続するこ
とができる学生を育てます。
このために、商学部マーケティング学科では、全学に共通する入学者の受入れの方針において本学への入学者
に求める意欲と資質・能力に加えて、次のような意欲と資質・能力をもった学生を求めます。このような学生
像に適合する素養をもった多様な入学者を受け入れるため、入学者を選抜するにあたっては、商学部マーケ
ティング学科への入学希望者それぞれの資質・能力や意欲を、評価の比重の異なる多様な入学制度を通じて評
価します。
● マーケティング学科での専門科目の知識・理解力を修得するために十分な基礎的能力を有する
● �各種スキルと論理的思考力に支えられたマーケティング課題の発見、説明・解決力を身につけようという

意欲を有する
● �個人のみならず様々な人々と協働して学びながら、ビジネスパーソンに必要な社会的協調力、自発的遂行

力、倫理的責任力を身につけようとする意欲を有する

2 商学部経営学科における入学者受入れの方針
商学部経営学科では、企業マネジメントに関する幅広い知識と専門領域で要求される知識・実践的能力を身に
つけることで、社会に貢献できる学生を育てます。
このために、商学部経営学科では、全学に共通する入学者の受入れの方針において本学への入学者に求める意
欲と資質・能力に加えて、次のような意欲と資質・能力をもった学生を求めます。このような学生像に適合す
る素養をもった多様な入学者を受け入れるため、入学者を選抜するにあたっては、商学部経営学科への入学希
望者それぞれの資質・能力や意欲を、評価の比重の異なる多様な入学制度を通じて評価します。
● 知識の習得に努めるとともに、それを実践に活かそうとする意欲を有する
● リーダーとなって目標の実現に向け人々を牽引できる素質を有する
● 豊かな人間性と社会的協調性を有する

経 済 学 部

1 経済学部経済学科における入学者受入れの方針
経済学部経済学科では、経済やまちづくりの知恵を融合し企業や地域社会で活躍できる学生を育てます。
このために、経済学部経済学科では、全学に共通する入学者の受入れの方針において本学への入学者に求める
意欲と資質・能力に加えて、次のような意欲と資質・能力をもった学生を求めます。このような学生像に適合
する素養をもった多様な入学者を受け入れるため、入学者を選抜するにあたっては、経済学部経済学科への入
学希望者それぞれの資質・能力や意欲を、評価の比重の異なる多様な入学制度を通じて評価します。
● �将来は、経済学や暮らしの基盤づくりに関する知識や知恵を生かして、ビジネスパーソンとして様々な分

野で活躍したいという意欲をもっている
● �日本や世界の経済、地域社会の在り方などに関心や疑問を持ち、それらの課題解決に向けて主体的に学び、

実践できる資質をもっている
● �日本や世界、地域社会の課題解決に向けて、大学の内外において多様な人々と積極的にコミュニケーショ

ンをとり、協働して学ぶことができる資質をもっている

2 経済学部経済情報学科における入学者受入れの方針
経済学部経済情報学科では、経済情報を的確に分析・活用できる学生を育てます。
このために、経済学部経済情報学科では、全学に共通する入学者の受入れの方針において本学への入学者に求
める意欲と資質・能力に加えて、次のような意欲と資質・能力をもった学生を求めます。このような学生像に
適合する素養をもった多様な入学者を受け入れるため、入学者を選抜するにあたっては、経済学部経済情報学
科への入学希望者それぞれの資質・能力や意欲を、評価の比重の異なる多様な入学制度を通じて評価します。
● �将来は、経済学や情報・通信技術の知識や知恵を生かして、ビジネスパーソンとして様々な分野で活躍した

いという意欲をもっている
● 情報化社会に関心や疑問を持ち、その課題解決に向けて主体的に学び、実践できる資質をもっている
● �情報化社会の課題解決に向けて、大学の内外において多様な人々と積極的にコミュニケーションをとり、

協働して学ぶことができる資質をもっている
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人 間 社 会 学 部

1 人間社会学部心理社会学科における入学者受入れの方針

人間社会学部心理社会学科では、現実社会の様々なテーマに取り組み、よりよい人間社会を創造することがで
きる学生を育てます。
このために、人間社会学部心理社会学科では、全学に共通する入学者の受入れの方針において本学への入学者
に求める意欲と資質・能力に加えて、次のような意欲と資質・能力をもった学生を求めます。このような学生
像に適合する素養をもった多様な入学者を受け入れるため、入学者を選抜するにあたっては、人間社会学部心
理社会学科への入学希望者それぞれの資質・能力や意欲を、評価の比重の異なる多様な入学制度を通じて評価
します。
● 社会や文化、人びとの意識、心理や行動に強い興味関心がある
● �高校までの基礎的な学問的知識を有しているとともに、経験から得られる知識を活かし、さまざまな人び

との立場になって考え、社会の問題を解決しようという意欲がある
● 心理社会学科で学ぶ知識や技術を活かして社会で活躍する意欲がある

2 人間社会学部観光学科における入学者受入れの方針

人間社会学部観光学科では、観光ビシネスのスキルを備え、高い人間力を有する学生を育てます。
このために、人間社会学部観光学科では、全学に共通する入学者の受入れの方針において本学への入学者に求
める意欲と資質・能力に加えて、次のような意欲と資質・能力をもった学生を求めます。このような学生像に
適合する素養をもった多様な入学者を受け入れるため、入学者を選抜するにあたっては、人間社会学部観光学
科への入学希望者それぞれの資質・能力や意欲を、評価の比重の異なる多様な入学制度を通じて評価します。
● さまざまな社会や文化・風土のもとで生きる人々の多様性を受容し、共感をもって交流することができる
● 自ら課題を発見し、考え、行動することを通じて成長していこうとする意欲がある
● 観光学科で学ぶ知識や技術を活かしてホスピタリティ産業で活躍する意欲がある

3 人間社会学部人間健康学科における入学者受入れの方針

人間社会学部人間健康学科では、健康的で豊かな社会の実現に貢献できる学生を育てます。
このために、人間社会学部人間健康学科では、全学に共通する入学者の受入れの方針において本学への入学者
に求める意欲と資質・能力に加えて、次のような意欲と資質・能力をもった学生を求めます。このような学生
像に適合する素養をもった多様な入学者を受け入れるため、入学者を選抜するにあたっては、人間社会学部人
間健康学科への入学希望者それぞれの資質・能力や意欲を、評価の比重の異なる多様な入学制度を通じて評価
します。
● 人の健康やスポーツに対する関心を持ち、それを深く理解しようとする意欲がある
● 自分の知識や意見を人前で分かりやすく伝える能力を高めたいと考えている
● 他の人たちと協力しながら、社会貢献活動や地域の活性化に取り組むことができる




